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研究成果の概要：近時、食育の問題が重要視され、あらためて日本の伝統的食文化見直しの必

要性が認識されはじめている。本研究は、そうした社会的要請を背景として、日本食文化の淵

源として位置づけられている室町時代の食文化を、当時盛んに作成された室町時代物語を主た

る素材として追究した。室町時代物語の多くは、絵巻や奈良絵本等といった形態で流布してお

り、それらは視覚的資料としても、当時の食文化・生活文化の実態を知る上で、有益である。

本研究では、「鼠の草子」、「猿の草紙」「常盤の姥」等の作品を素材として、当時の食文化およ

び生活文化の実態を究明した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 500,000 0 500,000 

２００７年度 500,000 150,000 650,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 1,500,000 300,000 1,800,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 
キーワード：食文化 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）学問の対象として食文化の領域が認知
されるようになったのは、１９８０年代以降
とされ、その意味で、この分野の学問的蓄積
は決して多いとはいえない。 
（２）さらに、従来の研究の問題点は、文化
学の一環としての食研究と、栄養学、調理学
等の自然科学系の研究が、それぞれ独自に展
開され、真に豊かな生活形成のための食の追
究という総合的視野が希薄であったという
点であろう。 

（３）中でも、日本の伝統的食文化研究の分
野においては、全時代を包括的にする通史的
研究や、特定の食材に焦点を絞った個別的研
究はある程度なされてきたが、一つの時代に
焦点を当て、その時代の食文化のあり方を再
現し、科学的に検証した研究は少ないといえ、
今後の研究の進展に俟つところが多い。 
（４）室町時代物語作品群は、絵画資料とし
ての側面も相俟って室町時代の食文化の様
相を知る上で、きわめて有用な素材であると
考えられるが、従来食の分野からのアプロー
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チはほとんどなされてこなかった。その理由
としては、この時期の文献を扱う国文学や歴
史学の研究者は、食の分野に関する知識・関
心が薄く、一方、自然科学系の研究者は、こ
うした文献を読む機会に恵まれないことが
考えられる。 
（５）その意味で、中世の文献資料の解明に
従事してきた本研究の研究代表者と、栄養学、
調理学の立場から食の科学的解明に従事し
てきた研究分担者の共同研究は、これらの間
隙を埋め、室町時代食文化のあり方を具体的
に解明する可能性があると考える。 
 
 
 
２．研究の目的 
（１）近時、食育の問題が重要視され、あら
ためて日本の伝統的食文化見直しの必要性
が認識されはじめている。 
（２）しかしながら、日本の伝統的食文化に
ついての研究は、いまだ十分であるといえず、
その文化的側面での実態の検証、さらには栄
養、健康面からみた科学的合理性の立証は、
今後の研究に俟つところが多い。 
（３）以上の観点から、本研究は、近代にま
たがる日本の伝統的食文化の起点と位置づ
けられる室町期の食文化を多面的に追究す
ることを目的とする。 
（４）すなわち、室町時代の生活文化のあり
方を反映している室町時代物語に焦点を当
て、生活文化史、調理学、栄養学等の角度か
ら、この時代の食文化のあり方を検証する。
そして、最終的には、これらの作業を通して、
現代人の豊かで健康的な食生活に資するこ
とを目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
（１）室町時代物語は、室町時代を中心に制
作された短編小説の呼称であり、その種類は、
４００種を優に超えている。これらの物語は、
この時代に生きた日本人の精神や生活文化
のあり方をリアルに映し出すという側面を
有しており、この時代の食文化のあり方を知
る上で、恰好の資料を提供している。しかし
ながら、従来これらの物語群の研究は、もっ
ぱら国文学の領域とされ、食の分野からのア
プローチは、ほとんどなされていないという
のが現状である。 
（２）さらに、室町時代物語作品群の特徴の
一つは、おびただしい伝本の多くが絵巻、絵
本の形態で伝来しているという点である。こ
うした絵画資料は、当時の生活文化の様相を
リアルに描いており、その解読によって得ら
れるものは大きいといえる。本研究は、室町
時代物語を主対象として、 

①食材・食品の実態の考察とその再現。 
 ②調理法と調理の実際の解明とその再現。 
 ③食卓風景と食事作法の解明とその再現。 
等の研究を目指している。その際、可能な限
り、絵巻、絵本の形態を持つ資料を対象とし、
視覚的な面から、この期の食文化のあり方を、
生活文化の一環として追究する。さらに、研
究分担者の協力を得て、それを実際的に再現
する。 
（３）以上の観点に立って、本研究では、室
町時代物語作品群を対象として、次の諸点の
解明を研究の範囲とする。 
 ①祝言の食文化の実際とその再現 
 ②年中行事の実際とその再現 
 ③餅と饅頭をめぐる食文化の実際とその
再現 

 ④僧院の食文化の実際とその再現 
 ⑤飲酒文化の実際とその再現 
 ⑥肉食文化の変容とその再現 
 ⑦茶の湯と茶の子の実際とその再現 
 ⑧植物性食物の変容の実際とその再現 
 ⑨魚鳥文化の変容の実態とその再現 
（４）なお、本研究は室町時代物語を主たる
対象とするが、その補助的資料として、室町
時代には該当しない各種絵巻物、『四条流包
丁書』、『大草家文書』等に代表される料理書、
『庭訓往来』、『尺素往来』等の往来物、『本
朝食鑑』等の近世の本草書および雑書、『言
継卿記』等の公家日記、各種室町期武家文書 
活文化の一環という位置付けにおいて、でき
るだけ具体的に解明することを目的として
いる。 
 
 
 
４．研究成果 
（２００６年度） 
（１）室町時代物語『常盤の姥』、『猿の草子』
にみる室町時代食文化の研究 
 上記の課題について、 
 ①『常盤の姥』、『猿の草子』所出の食品一
覧とその分析 

 ②生活文化史的考察―絵と詞からー 
という２点を中心に検討を加えた。 
①については、当該作品に登場する食品を
『尺素往来』、『庭訓往来』掲出の食品と比較
し、その種類と食品の掲出順位について分析
した。また、個別項目として「米食文化」、「肉
食禁断思想」、「点心」、「「茶」を取り上げ、
室町中期から戦国期にかけての食文化のあ
り方とその変遷について考究した。 
 また、②については、両作品に描かれた挿
絵と詞書に注目し、この時代における老人を
めぐる生活文化と祝宴の食文化の具体相を
分析した。 
 また、『常盤の姥』、『猿の草子』の２作品
間においても、そこに登場する食品に差異が



 

 

みられることを、室町中期から戦国期にかけ
ての食文化の転換の様相を反映するものと
把握した。例えば、海産魚介類の食味順位の
変動、野菜類における自生植物から栽培野菜
への変化である。 
 
（２）食文化資料としての室町時代物語『鼠
の草子』 
 『鼠の草子』には種々の伝本が知られ、そ
れぞれが、本文となかば独立した形で、詳細
な調理場面や祝宴場面を描いた挿絵を持っ
ている。本研究では、 
① 天理図書館蔵本 
② サントリー美術館蔵本 
③ 天理図書館蔵別本 

相互の比較対照、分析を通して、食文化研究
資料としての本作品の価値について考察し
た。より、具体的には、 
 ①『鼠の草子絵巻』成立の時代と室町の酒
宴文化 

 ②『鼠の草子絵巻』の調理場面 
 ③『鼠の草子絵巻』に見る厨房および食材
という項目を設け、挿絵を中心として当時の
生活風俗、食文化のあり方を考察した。 
 そこには、厨房の形態や、配膳係、配膳奉
行、箸かき、調理監督、菜の盛り付け係、包
丁師、汁の味見役、芥子擂り、飯盛り、蒲鉾
作り、酒奉行、魚の下処理役、井戸汲み等の
姿が克明に描かれている。また、酒、かまぼ
こ、たちばな焼き、白鳥等々といったこの時
期の食文化を代表する食品・食材が登場して
いる。本研究では、同時代文献資料との比較
対照を通して、本作品に描かれるこれらの場
面が室町期の上流武士階層の宴席での食の
あり方をリアルに反映するものであること
を明らかにした。 
また、分析の対象とした３つの伝本相互に
も、かなりの相違がみられ、それらが概ね、
時代の変遷による食の変化とも関わってい
ることに言及した。 
 
（２００７年度） 
前年度に続き、室町時代物語『鼠の草子』を
研究の対象とした。前年度は、諸種の記録類
を補助資料として、『鼠の草子絵巻』に描か
れた調理場面の構成から窺われる、当時の食
生活の特徴を明らかにすることに努めたが、
当年度では、それを一歩進めて、そこに登場
する個々の料理と食材について分析、考察し
た。具体的には、 
 ①鼠と室町の都市消費社会 
 ②『鼠の草子』における汁物料理 
 ③『鼠の草子』にみる庖丁師 
④ 食材としての芥子 
⑤ 室町時代の海老料理 

という各項目を設定し、同時期および江戸時
代の諸文献を参考に考察した。 

 室町時代物語において、大量に跋扈する鼠
の群れは、室町時代における消費経済の発展、
豊かな食糧事情の象徴的表現ということが
できる。貨幣経済の急速な普及が、鼠を福神
である大黒天の使いであるとする当時の民 
間信仰と相俟って、京都を中心とする都市生
活に鼠の横溢という事態を招いた。 
 この物語に登場する豪華な料理や食品も
そうした時代相をリアルに反映するものと
いえる。たとえば、ここに登場する汁物料理
は、ロドリゲスの『日本教会史』に宴会の主
要料理と紹介されている本膳料理における
汁物料理と明瞭に対応しており、『祗園御見
物御成記』、『朝倉亭御成記』に登場するもの
と共通している。また、この物語の調理場面
に描かれる鯛、白鳥、雁等といった食材は、
この時代の饗宴料理の最も主要なものであ
った。さらに、食材庫に大量に描かれる伊勢
海老の挿絵は、『式三献七五三膳部記』、『永
禄四年三好亭御成記』等に記述される本膳料
理に用いられるものであった。 
 
（２００８年度） 
当年度は「中世における粽伝承と年中行事」
を主テーマとし、中世における食の儀礼と年
中行事の関係を、粽をめぐる伝承を中心に考
察した。 
 室町時代物語『貴船の本地』には、節分と
五節供における食習慣即ち、豆煎り、魚焼、
若菜摘み、桃花酒、草餅、粽、素麺、菊花酒
とった食の儀礼と鬼退治の伝承が密接不可
分に結びついている。これと同様の伝承は、
同じく室町期の『祗園牛頭天王縁起』等にも
みられ、必ずしも特異な伝承とはいえないも
のがある。本研究では、中世の粽伝承を中心
に、室町時代物語に登場する年中行事と食の
儀礼の関係を、当時の疫病の蔓延を鬼神の跋
扈と観じ、それから身を守ろうとする中世人
の生活の知恵という観点から考察した。そこ
には、多分に宗教的ではあるが、食物の力に
よって健康を保とうとする中世人の生活の
姿勢が見られる。 
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